結婚を希望しない女性大学生の特性 by 青野 篤子 et al.
結婚を希望しない女性大学生の特性 1 
青野篤子 2・土肥伊都子 3・上野淳子 4・佐藤望 5  

























2015 (平成27) 年では，30～34 歳の男性のおよそ2人に1人 (47.1％) ，女性のおよそ3
人に 1 人 (34.6％) が未婚であり，35～39 歳の男性のおよそ 3 人に 1 人 (35.0％) ，女性
のおよそ4人に1人（23.9%）が未婚である。前回調査 (2010年国勢調査) と比べてもやや
上昇している (国立社会保障・人口問題研究所，2017a) 。50歳まで一度も結婚をしたこと 
1)本研究の一部は，日本グループダイナミックス学会第 64 回大会で発表された。また，
科研費 (基盤研究C 25380861 研究代表者 土肥伊都子)の助成を受けた。 
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がない人の割合を「生涯未婚率」といい，5年に1度の国勢調査を元に算出される。2015年
の調査では，男性のおよそ4人に1人 (23.37%) ，女性のおよそ7人に1人 (14.06%) が生













































































































































シミュレーション実験の結果により検討する。なお，この報告は，Dohi, Ueno, Aono, & Sato  







 参加者自身が中小企業で働く 20代後半年収 200万円の女性であるとの想定のもとで，年
収・年齢・企業規模・家事時間が種々に異なる男性のそれぞれと結婚してもよいか (その場
合，仕事を辞める・パートで働く・そのまま仕事を続けるかを選択) ，結婚したくないかを
判断を行った。男性のプロフィールは，年収 (200 万円，400 万円，600 万円) ，年齢 (30
歳，40歳) ，企業規模 (中小・大企業) ，家事時間 (有・無) の組み合わせによる24パター





共同性・作動性尺度 (土肥・廣川，2004)  共同性 (「ありがとうの言葉を口に出せる」
などの肯定的側面6項目と「他人のことを気にしすぎる」などの否定的側面6項目を含む) ，
作動性 (「積極的に活動する」などの肯定的側面 6項目と「人の失敗は許せない」などの否
定的側面 6項目を含む) 尺度 24項目に，まったく当てはまらない (1) ～かなり当てはまる 
(4) の4段階で回答を求めた。 
日本型家族志向性尺度 (土肥，2015)  
 「各自が個人名義の財産をもっている夫婦」などをよしとする自立的関係志向6項目，「出
産後，半年ずつ育児休暇をとった共働き夫婦」などをよしとする相互依存的関係志向6項目，
「仕事で夫がほとんど家にいない夫婦」などをよしとする便宜的関係志向 6 項目の合計 18


























中小・有 中小・無 大・有 大・無
正準相関 0.422 0.302 0.417 0.395
Wilksのラムダ 0.822 0.909 0.826 0.844
有意確率 p=.000 p=.047 p=.000 p=.001







中小・有 中小・無 大・有 大・無
肯定共同 .431 -.217 -.106 .460
否定共同 .383 -.117 .087 .071
肯定作動 -.107 .490 .390 -.489
否定作動 -.176 .343 -.008 .185
自立 .115 -.005 -.152 .220
相互依存 .380 -.691 -.685 .811
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The characteristics of women students who do not want to marry 
 
Atsuko AONO, Itsuko DOHI, Junko UENO, and Nozomi SATO 
 
Japan has long been called a marriage-oriented society in which most people marry. 
However, young people, who cannot get married or refuse to, have increased recently 
because of changes to economic and social structures and/or changes to their 
consciousness. As a result, Japan's proportion of people who never marry is now very 
high. In particular, women’s criteria of searching for a marriage partner has become 
more and more exacting. Also, there exist a proportion of women who have no intention 
of getting married, even to very eligible men. The purpose of this study was to clarify the 
characteristics of these women. As a result, it was found that Japanese family orientation, 
i.e., interdependent relationship or convenient relationship, had more effect on the 
decision of whether or not to get married than communion/agency. 
【Key words: unmarried, communion/agency, Japanese family orientation】 
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